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　私たちが暮らす社会は、エネルギーの消費によって成り立っています。日常生活に欠かすことのできない電気、ガ
ス、水道はもちろん、現代社会の基礎となっている運輸、通信などもすべてエネルギーを使用しています。
　私たちが使用するエネルギーの大半は、石油や石炭などの化石燃料を燃焼させることによって得られています
が、これに伴って、大気中に二酸化炭素などの温室効果ガスが排出されます。エネルギーの大量消費で温室効果ガ
スの濃度が上昇し、地球が宇宙に放出するはずの熱が大気中に封じ込められる温室効果が進み、地球が温暖化し
ています。

『COOL CHOICE』とは
　2015年、すべての国が参加する形で、2020年以降の温暖化対策の国際的枠組み「パリ協定」が採択されました。
世界共通の目標として、世界の平均気温上昇を産業革命前と比べて2℃未満にする（さらに、1.5℃に抑える努力を
する）こと、今世紀後半に温室効果ガスの排出を実質ゼロにすることが打ち出されました。日本は、2030年に温室
効果ガス排出量を2013年度比26%削減を掲げています。
　この『COOL CHOICE』は、温室効果ガス排出量の削減目標を達成するために、省エネ・低炭素型の製品・サー
ビス・行動など、温暖化対策に資する、また快適な暮らしにもつながるあらゆる「賢い選択」をしていこうという国
民運動です。

身の回りの『COOL CHOICE』

『COOL CHOICE』のロゴマーク
　『COOL CHOICE』は、国民ひとりひとりが省エネ・低炭素型の製品・サービス・行動などを積極的にわかりやす
く選択するためのヒントとして、広く使われることを意図しています。

温室効果ガスの代表がCO2（二酸化炭素）です
　二酸化炭素は、石油や石炭、天然ガスなどの化石燃料を燃やすと発生します。私たちが電気やガス、水道、ガソリ
ンなどを使うことで二酸化炭素が増加し、それによって気温が上昇します。1880～2012年において、世界平均気温
は0.85℃上昇しています。特に、最近30年の各10年間の世界平均気温は、1850年以降のどの10年間よりも高温に
なっています。今後、温室効果ガスの濃度がさらに上昇し続けると、気温はさらに上昇すると予想されています。

最近増えている猛暑、記録的な大雨、
非常に強い台風の接近・上陸などの異
常気象がますます増え、健康への被害
や災害が増加するおそれがあります。
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地球温暖化について考えよう 地球温暖化対策に関する国民運動
『COOL CHOICE』スタート

地球温暖化の原因と予測

このまま地球温暖化が進むとどうなるの
気象の変化

気温の変化により植物や動物の住む環
境が変わったり、急な温度変化への対応
ができなかったりすることで、絶滅して
しまう生き物がでるおそれがあります。

生態系の変化

地球の気温が上昇することで、氷河が
溶け海に流れたり、海水の温度が上昇
することで海水の体積が大きくなり、海
面の上昇が起こるおそれがあります。

海面の上昇

気温が高くなることで、現在生産され
ている農作物にとって適した温度でな
くなるため、収穫量が減るなどのおそ
れがあります。

農作物の被害

eco

28℃

など、この他にもたくさんの「賢い選択」があります。

・冷房時の室温28℃、暖房時の
室温20℃にするという「賢い
選択」

・家の照明をLED照明へ付け替
えるという「賢い選択」

・省エネ性能の高い家電製品に
するという「賢い選択」

・車の運転時はエコドライブを
実践するという「賢い選択」

・マイカーを使用せずに公共交
通機関を利用するという「賢
い選択」

・エコカーを買う、エコ住宅を
建てるという「賢い選択」


